
 

第２回 東区体育施設等指定管理者申請者評価会議 

新潟市東総合スポーツセンター等公開プレゼンテーション 議事録 

 

 

１ 開催日時    令和 5年 10 月 25 日（水）午後 3時 20 分～午後 4時 20 分 

２ 会  場    東区役所会議室Ａ 

３ 出 席 者    評価会議委員：饒村 悠子、渡邊 稔、大庭 昌昭、長谷部 幸雄 

          事務局／司会：東区役所地域課 

４ 傍 聴 者    0 人 

５ 要旨 

（１）開会 

（事務局） 

  ただいまより、申請者「公益財団法人新潟市開発公社」様による新潟市東総合スポーツ

センター等プレゼンテーションを開始します。なお、プレゼンテーションの時間は 25 分

です。終了 3 分前と 1 分前にそれぞれ呼び鈴を 1 回鳴らします。時間がきましたら 2 回

呼び鈴を鳴らして終了となります。その後ヒアリング時間は 25分となっております。ま

た、会議内容を記録するため、事務局で録音をさせて頂きますのでご了承ください。 

  それではプレゼンテーションを開始します。 

 

（２）公益財団法人新潟市開発公社によるプレゼンテーション（省略） 

 

（３）質疑応答 

（饒村委員） 

収支計画書に記載されている人件費について、正職員の金額は給与だけですか、それと

も社保込みの金額ですか。 

 （申請者） 

  会社としても持ち出しとして、雇用に係る経費です。 

 （饒村委員） 

  賃金水準で同種同規模の民間と比べてどうか把握していますか。 

 （申請者） 

  把握していません。 

 （饒村委員） 

  臨時職員の賃金水準どうですか。フルタイムで働いているのですか。 

 （申請者） 

  臨時職員はフルタイムです。市役所の水準と同じ考えです。 



（饒村委員） 

 職員の賃金水準は市役所と同じということですか。 

（申請者） 

 正職員については、市役所より低い水準となります。 

 

（大庭委員） 

利用者数について、これまでの 5 年間での変化と現状、今後の 5 年間の見込みを教え

てください。 

（申請者） 

東総合スポーツセンターについては、コロナ禍でコロナ前より 50％まで落ち込みまし

た。令和 4 年度になり、70％まで回復しています。元々30 万人来ていただいていたとこ

ろ、20 万人くらいまできています。もしかしたら令和 5 年度に 9 割復帰を期待していま

したが、上半期の数字をみると、8 割くらいの見込みです。完全に回復するにはもう少し

時間がかかりそうです。 

今後の回復の方法は、自主事業のスポーツ教室を世代に合わせて再編しながら考えて

いきます。気になるのが、コロナ禍を経て、大会などはライブ配信するなど、行かなくて

も見られるようになりました。また、スポーツ教室のインストラクターが動画をアップし

たりして、誰でも自由に見られるようになってきている。もし、新しい方への取組がうま

くいかなかった場合は、例えばトレーニングルームの利用者にエアロビクスを紹介する

など、既に来ている方お客様に、利用してもらえるように考えていきます。 

下山スポーツセンターについては、現在は、コロナ前と比べて 8.9 割まで落ち込んでい

ます。コロナ禍においては、6 割くらいまで落ち込んでいました。ただ、昨今の猛暑でプ

ール施設ということもあり、お客様の入りは良くなっています。山の下海浜公園プールで

は、コロナ禍前より利用者数が多かったという状況でした。まだまだ潜在的なお客様がい

らっしゃるので、教室やイベントの開催で利用者数の増加につなげていきたいです。 

（大庭委員） 

プールに関してですが、公社全体としての安全管理として、現状を教えてください。 

（申請者） 

現状として、水難訓練を最低 2 回実施しています。まず人事異動のタイミングで 4 月

に実施します。さらにプールの繁忙期の前の 6 月にメンバー全員で実施します。さらに、

アルバイトを雇った時点で水難救助訓練を実施します。水難救助訓練にあわせて、心肺蘇

生や AED の使い方の研修を実施しています。 

（大庭委員） 

  プールの事故予防のところで、施設が対策をする部分と、利用者が安全に配慮しながら

活動することが一番よいと思っています。啓蒙活動を積極的に行っていただきたいです。 

 



  （渡邊委員） 

   一般臨時職員とパート職員の過去の正職員登用の実績と基準、今正職員の方の採用

の状況や募集基準があれば教えてください。 

  （申請者） 

一般臨時やパート職員を内部登用で正職員に上げていく仕組みです。実績について

は、令和 4 年に 1 名、令和 3 年に 2名です。指定管理制度が 5 年の指定期間なので、安

定して正職員へ登用していくことが可能です。今後の定年退職の予定もありますので、

正職員への内部登用を進めていきたいです。 

 

  （大庭委員） 

   部活動地域移行について、学校のカギ貸し出し業務でどんなことをされていて、もし

東区で実施する場合、どういうことが想定されますか。 

  （申請者） 

白新中学校がモデル校としての取組で始まりました。その中で、学校開放の仕組みを

利用して、時間になったらカギをスポーツ施設で貸し出しています。 

（大庭委員） 

  プールの学校の授業について、下山スポーツセンターは場の提供をしていると考え

ればよいですか。 

（申請者） 

  北区の松浜小学校については、プールが故障している状況なので、下山スポーツセン

ターのプールを貸し出している状況です。 

（大庭委員） 

  学校のプールには指導者を派遣して、全部の指導をスタッフがやっているというこ

とですか。 

（申請者） 

  学校の先生も入った中で、スタッフも指導を行っています。 

 

以上終了 


